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一　

は
じ
め
に

　

福
井
県
大
野
市
の
宝
慶
寺
は
、
渡
来
僧
寂
円
（
一
二
〇
七

－

一
二

九
九
）
が
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
に
銀
椀
峯
の
麓
に
入
り
、
大

檀
那
伊
自
良
氏
の
外
護
を
受
け
て
伽
藍
を
成
就
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。
宝
慶
寺
の
世
代
は
、
寂
円
を
派
祖
と
す
る
「
寂
円
派
」
が
、
宝

慶
寺
の
開
創
以
後
、
嗣
続
し
て
い
た
。
し
か
し
、
宝
慶
寺
十
二
世
霊

儒
（
生
卒
年
不
詳
）
以
降
の
宝
慶
寺
の
世
代
に
は
、
法
系
を
不
詳
と

す
る
世
代
が
多
く
、「
寂
円
派
」
の
法
が
続
い
て
い
る
と
は
断
定
で

き
な（

１
）い。

　

宝
慶
寺
の
世
代
に
よ
っ
て
、
宝
慶
寺
の
周
辺
地
域
に
宝
慶
寺
の
末

寺
が
開
創
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
住
持
者
の
あ
る
宝
慶
寺
の
末
寺

は
、
伽
藍
を
伴
い
、
興
隆
し
て
い（

２
）る。

伽
藍
が
現
存
し
て
い
な
い
宝

慶
寺
の
末
寺
は
、
廃
寺
と
な
り
、
所
在
地
が
特
定
で
き
な
い
寺
院
も

あ
る
。

　

さ
て
、
大
野
市
の
佐さ

び
ら
き開
地
区
は
、
大
野
市
街
か
ら
南
東
に
直
線
距

離
に
し
て
お
よ
そ
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
四
十
有
戸

の
一
集
落
を
形
成
し
て
い
る
。
佐
開
は
、「
宝
慶
寺
寺
領
目（

３
）録

」（
宝

慶
寺
十
五
世
如
忻
撰
、
一
五
〇
四
年
）
に
、

　
　

一
、
佐
開明
応
六
年
五
月
廿
一
日

地
頭
方　

壱
段
分
米
壱
石　
為
真
林
禅
定
尼
布
薩
田　
　
　

桑
原
次
郎
右
衛
門
尉
定
久
寄
進

と
あ
り
、
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
に
は
、
宝
慶
寺
の
寺
領
で
あ
っ

た
。
天
正
の
兵
乱
で
、
寺
領
が
悉
く
没
収
さ
れ
た（

４
）が、
次
に
示
し
た

福
井
藩
主
松
平
昌
親
（
一
六
四
〇

－

一
七
一
一
）
と
、
松
平
綱
昌

（
一
六
六
一

－

一
六
九
九
）
の
文
書
（
宝
慶
寺
文
書
）
か
ら
、
松
平

宝
慶
寺
末
寺
旧
蹟
佐
開
白
蔵
庵

伊　
　

藤　
　

秀　
　

真
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氏
が
、
佐
開
を
宝
慶
寺
の
寺
領
と
し
て
認
め
て
い
る
。

　
「
松
平
昌
親
安
堵
状
」（
一
六
七
五
年
成
立
）

　
　

 

大
野
郡
木
本
庄
宝
慶
寺
領
佐
開
村
之
間
、
其
高
五
拾
石
、
奉
如
先
視
全

収
納
不
可
有
、
相
違
者
也
、

　
　

仍
如
件

　
　

延
宝
三
乙
卯
年
十
二
月
日
昌
親
（
印
）

　
「
松
平
綱
昌
安
堵
状
」（
一
六
七
七
年
成
立
）

　
　

 

大
野
郡
木
本
庄
宝
慶
寺
領
佐
開
村
之
間
、
其
高
五
拾
石
、
如
先
視
全
収

納
不
可
有
、
相
違
者
也
、
仍
如
件

　
　

延
宝
五
丁
巳
年
十
二
月
日
綱
昌
（
印
）

　

佐
開
に
再
建
さ
れ
た
と
い
う
、
宝
慶
寺
の
末
寺
と
さ
れ
る
白
蔵
庵

の
存
在
が
、
諸
資
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
白
蔵
庵
に
つ
い

て
把
握
し
た
の
は
、『
福
井
県
大
野
郡（

５
）誌

』
の
、

　
　

 〔
寺
社
創
記
〕
牛
塚
は
白
蔵
庵
の
西
一
町
に
あ
り
土
人
此
の
塚
を
祭
る

や
感
応
あ
り

　
　

白
蔵
庵
塔
頭
、
万
霊
塔
の
南
に
あ
り
中

古
の
建
立
白
山
権
現
の
別
当

…
犬
塚
は
牛
塚
北
十
餘
歩
に
あ
り

　
　

 （
按
）
に
白
蔵
庵
跡
は
、
現
今
の
学
校
敷
地
な
ら
む
、
又
、
犬
塚
は
近

世
移
せ
し
も
の
か
。

と
い
う
記
述
に
よ
る
。
こ
の
内
容
は
、『
宝
慶
寺（

６
）誌

』
に
、

　
　

 「
寺
社
創
記
」
に
白
蔵
庵
は
塔
頭
な
り
。
万
霊
塔
の
南
に
あ
り
、
中
古

の
建
之
、
白
山
権
現
の
別
当
と
あ
る
。
白
山
権
現
は
現
在
宝
慶
寺
村
の

氏
神
白
山
神
社
で
往
昔
寂
円
禅
師
が
弘
長
四
年
鎮
守
と
し
て
建
て
た
も

の
で
あ
る
。「
由
緒
書
」
に
「
曹
洞
宗
祖
道
元
禅
師
、
大
宋
国
天
童
山

滞
在
ノ
際
、
白
衣
神
人
ト
現
ジ
テ
、
助
筆
及
守
衛
ヲ
蒙
ル
故
ニ
宝
慶
寺

開
祖
寂
円
和
尚
弘
長
四
年
中
鎮
守
ト
シ
テ
是
ヲ
祭
ル
、
後
ニ
人
民
住
居

ニ
随
ツ
テ
宝
慶
寺
村
産
土
神
ト
ナ
ス
」
と
あ
る
。

　
　

又
後
世
佐
開
村
に
再
建
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
き
、「
白
蔵
庵
記
」
に

「
天
保
辛
卯
年
（
二
年
）
七
月
十
九
日
宝
慶
寺
四
十
三
世
枯
木
吟
龍
大

和
尚
開
基
、
文
久
三
癸
亥
三
月
五
日
当
庵
本
尊
三
体
仏
入
仏
供
養
、
施

主
岩
井
氏
、
再
建
玉（

主
ヵ
）貞
山
代
（
姓
坂
下
氏
宝
慶
寺
生
）
敬
記
」

と
詳
し
く
、
白
蔵
庵
の
略
縁
起
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

白
蔵
庵
は
、
宝
慶
寺
村
の
鎮
守
白
山
神
社
の
別
当
と
し
て
、
寂
円

が
、
弘
長
四
年
（
一
二
六
四
）
に
開
創
し
た
と
さ
れ
る
、
宝
慶
寺
の

塔
頭
寺
院
で
あ
っ
た
。
庵
名
は
、
白
山
神
社
に
由
来
し
て
い
る
と
推

定
で
き
る
。
宝
慶
寺
の
参
道
に
、
三
界
万
霊
塔
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
、「
寺
社
創
記
」
の
万
霊
塔
に
相
応
す
る
。
三
界
万
霊

塔
の
南
、
白
山
神
社
の
東
側
に
は
、
広
大
な
敷
地
が
あ
る
。
こ
こ

に
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
か
ら
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）

ま
で
、
小
学
校
が
存
在
し
て
い（

７
）た。
小
学
校
が
あ
っ
た
た
め
に
土
地
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が
開
か
れ
た
と
解
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
既
に
敷
地
が
あ
り
、
開
校

を
可
能
に
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
位
置
関
係
を
踏
ま
え
る

と
、
白
山
神
社
の
東
側
の
敷
地
は
、『
福
井
県
大
野
郡
誌
』
に
み
ら

れ
る
記
録
（
按
）
の
通
り
、
白
蔵
庵
の
跡
地
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ

か
ら
、
白
蔵
庵
が
佐
開
に
移
転
し
た
経
緯
は
不
詳
で
あ
る
。
白
蔵
庵

は
、
宝
慶
寺
四
十
三
世
枯
木
吟
龍
（
＊

－

一
八
四
二
）
を
開
基
、
泰

嶽
貞
山
（
一
八
一
七

－

＊
）
を
再
建
主
と
し
て
、
天
保
二
年
（
一
八

三
一
）
に
佐
開
で
再
建
さ
れ
た
。
貞
山
は
、
吟
龍
の
門
徒
で
あ
る
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
は
、
本
尊
の
入
仏
供
養
が
厳
修
さ
れ
た

と
い
う
。
白
蔵
庵
が
宝
慶
寺
世
代
に
よ
っ
て
再
興
し
た
寺
院
な
ら

ば
、
宝
慶
寺
の
末
寺
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
但
し
、
大
正
以
降
の

『
曹
洞
宗
寺
院
名（

８
）鑑

』
に
、
白
蔵
庵
の
記
載
が
な
く
、
白
蔵
庵
の
実

態
は
掴
め
な
い
。『
宝
慶
寺
誌
』
で
は
、
白
蔵
庵
を
宝
慶
寺
の
末
寺

と
し
て
み
て
い
る
が
、
所
在
を
不
明
と
し
て
い（

９
）る。
ま
た
、「
白
蔵

庵
記
」
に
は
、
白
蔵
庵
の
再
建
時
期
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
書
の
存
在
は
不
明
で
あ
り
、
典
拠
が
明
ら
か
で
な
い
。

『
大
野
市
史
』
に
は
、

　
　

道
場

　
　
　

 

真
宗
大
谷
派
（
手
次
寺
は
大
野
市
明
倫
町
の
最
勝
寺
）
の
道
場
が
あ

る
。
こ
の
他
に
庵
寺
が
あ
る
が
、
庵
主
不
在
の
た
め
集
落
の
管
理
下

に
あ
る
。

と
、
佐
開
の
道
場
（
寺
院
）
が
記
さ
れ
て
い
）
10
（

る
。
真
宗
大
谷
派
の
道

場
の
他
に
、
庵
主
不
在
の
庵
寺
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
庵
主
不
在
の
庵
寺
は
、
白
蔵
庵
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
、

庵
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
。
宝
慶
寺
の

末
寺
で
あ
る
、
大
野
市
明
倫
町
の
曹
源
寺
と
大
野
市
木
本
の
光
徳
寺

は
、
開
創
時
と
現
在
の
所
在
地
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
）
11
（
に
、
白
蔵
庵

が
移
転
し
、
佐
開
に
存
在
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
大
野

市
上
黒
谷
の
大
光
寺
や
大
野
市
平
沢
領
家
の
平
沢
寺
、
宝
慶
寺
門
前

の
新
豊
院（

庵
）・
瑞
泉
庵
の
如
く
、
伽
藍
が
な
く
て
も
、
寺
名
の
地
名
が

字
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
、
お
よ
そ
の
寺
の
所
在
地
を
掴
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
も
あ
）
12
（
る
。

　

白
蔵
庵
は
、
果
た
し
て
佐
開
に
現
存
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
、『
大
野
市
史
』
の
、
地
区
で
管
理
さ
れ
て
い
る
庵
寺
と
は
、

白
蔵
庵
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
現
地
調
査
を
行
い
、
白
蔵
庵
の
存

在
を
検
証
し
た
い
。
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二　

什
物
に
つ
い
て

　

佐
開
の
東
方
に
は
、
小
荒
島
岳
が
あ
る
。
荒
島
神
社
の
東
側
は
、

小
荒
島
岳
の
山
麓
緩
斜
面
と
な
っ
て
い
る
。
荒
島
神
社
の
北
東
に
、

西
面
を
向
き
一
宇
の
御
堂
が
造
立
し
て
い
る
。
こ
の
堂
宇
を
佐
開
で

は
“
庵
寺
”
と
称
し
て
、
区
長
が
管
理
し
て
い
る
。
こ
の
“
庵
寺
”

は
、『
大
野
市
史
』
の
庵
寺
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
庵
寺
の
所

在
地
の
地
名
は
、
字
が
「
上
宅
）
13
（
地
」
で
あ
る
。
地
名
と
寺
名
は
一
致

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
現
在
、
集
落
の
管
理
下
に
あ
り
、
庵
主
不

在
な
の
で
、『
大
野
市
史
』
の
庵
寺
と
状
態
が
酷
似
し
て
い
る
。

　

は
じ
め
に
、
こ
の
堂
内
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
什
物
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
（
仏
像
・
絵
図
の

成
立
年
不
詳
・
ス
ケ
ー
ル
は
最
大
値
の
み
）。

　

一
、
仏
祖
像
（
計
十
体
）

　
　

釈
迦
三
尊
像
（
釈
迦
堂
の
本
尊
ヵ
）

　
　
　

釈
迦
如
来
坐
像
（
木
像
）

　
　
　
　

高
さ
三
四
・
〇
セ
ン
チ
（
光
背
部
を
入
れ
る
と
五
五
・
七
セ
ン

チ
）、
横
幅
二
七
・
〇
セ
ン
チ
、
奥
行
き
一
七
・
八
セ
ン
チ
（
台

座
を
除
く
）

　
　
　

文
殊
菩
薩
坐
像
（
同
右
）・
普
賢
菩
薩
坐
像
（
同
右
）

　
　
　
　

高
さ
二
四
・
五
セ
ン
チ
（
光
背
部
を
入
れ
る
と
五
五
・
七
セ
ン

チ
）、
横
幅
一
七
・
四
セ
ン
チ
、
奥
行
き
一
四
・
〇
セ
ン
チ
（
台

座
を
除
く
）

　
　

釈
迦
如
来
立
像
（
鋳
造
）

　
　
　
　

高
さ
五
二
・
〇
セ
ン
チ
（
光
背
部
を
入
れ
る
と
六
四
・
〇
セ
ン

チ
）、
横
幅
一
八
・
〇
セ
ン
チ
、
奥
行
き
一
一
・
五
セ
ン
チ
（
台

座
を
除
く
）

　
　

釈
迦
如
来
坐
像
（
木
像
）

　
　
　
　

高
さ
二
一
・
〇
セ
ン
チ
（
光
背
部
を
入
れ
る
と
三
三
・
五
セ
ン

チ
）、
横
幅
一
七
・
六
セ
ン
チ
、
奥
行
き
一
三
・
〇
セ
ン
チ
（
台

座
を
除
く
）

　
　

地
蔵
菩
薩
坐
像
（
石
像
）

　
　
　
　

高
さ
二
六
・
〇
セ
ン
チ
、
横
幅
一
五
・
五
セ
ン
チ
、
奥
行
き
八
・

八
セ
ン
チ

　
　

祖
師
坐
像
二
体
（
道
元
と
吟
龍
ヵ
・
木
像
）

　
　
　
　

高
さ
四
〇
・
五
セ
ン
チ
、
横
幅
二
六
・
〇
セ
ン
チ
、
奥
行
き
一

六
・
〇
セ
ン
チ

　
　
　
　
〈
曲
禄
部
〉
高
さ
五
六
・
〇
セ
ン
チ
、
横
幅
三
一
・
五
セ
ン
チ
、
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奥
行
き
二
〇
・
〇
セ
ン
チ

　
　

文
殊
菩
薩
坐
像
（
木
像
）

　
　
　
　

高
さ
三
一
・
〇
セ
ン
チ
、
横
幅
二
八
・
七
セ
ン
チ
奥
行
き
二
一
・

〇
セ
ン
チ

　
　

水
子
地
蔵
立
像
（
木
像
）

　
　
　
　

高
さ
六
三
・
〇
セ
ン
チ
、
横
幅
二
二
・
〇
セ
ン
チ
、
奥
行
き
一

二
・
五
セ
ン
チ
（
台
座
を
除
く
）

　

一
、
絵
図

　
　
　
「
達
磨
東
渡
図
」

　
　
　
　
〈
総
丈
〉
縦
一
一
九
・
〇
セ
ン
チ
、
横
三
二
・
五
セ
ン
チ

　
　
　
　
〈
紙
本
〉
縦
七
一
・
一
セ
ン
チ
、
横
二
四
・
五
セ
ン
チ

　
　
　
「
涅
槃
図
」

　
　
　
　
〈
総
丈
〉
縦
一
八
〇
・
三
セ
ン
チ
、
横
七
二
・
〇
セ
ン
チ

　
　
　
　
〈
紙
本
〉
縦
九
九
・
三
セ
ン
チ
、
横
五
八
・
〇
セ
ン
チ

　

一
、
扁
額

　
　
　
「
釈
迦
堂
」（
横
額
一
面
）

　
　
　
　
〈
総
丈
〉
縦
四
〇
・
五
セ
ン
チ
、
横
九
四
・
五
セ
ン
チ

　
　
　
　
〈
紙
本
〉
縦
三
三
・
二
セ
ン
チ
、
横
六
八
・
五
セ
ン
チ

　

一
、
寄
進
名
列
板

　
　
　
「
釈
迦
堂
再
建
寄
進
名

列
」（
木
製
・
板
十
七
枚
）

　
　
　
　

縦
一
一
二
・
五
セ
ン

チ
、
横
二
五
一
・
〇
セ

ン
チ

　
　
　
「
寄
附
者
名
列
」（
木

製
・
板
五
枚
）

　
　
　
　

 

縦
七
〇
・
〇
セ
ン
チ
、

横
六
八
・
〇
セ
ン
チ

　

右
記
の
他
、
堂
内
に
は
木
製

の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。

堂
内
の
什
物
に
つ
い
て
特
記
す

る
と
、
貞
山
代
の
位
牌
の
刻
字

か
ら
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
、
本
尊
三
体
を
安
置
し
、
三

月
十
二
日
に
入
仏
供
養
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
）
14
（
る
。
こ

れ
は
、「
白
蔵
庵
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
、
本
尊
入
仏
の
時
期
よ
り

七
日
後
の
こ
と
で
あ
り
、
合
致
し
て
い
な
い
。

　

釈
迦
如
来
立
像
の
仏
龕
左
側
面
に
は
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七

九
）
五
月
に
、
米
村
豊
吉
氏
が
寄
進
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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祖
師
坐
像
二
体
の
人
物
は
不
明
だ
が
、
こ
こ
が
白
蔵
庵
と
関
連
す

る
御
堂
な
ら
ば
、
曹
洞
宗
開
祖
の
道
元
（
一
二
〇
〇

－

一
二
五
三
）

と
、
白
蔵
庵
を
再
建
し
た
吟
龍
と
推
察
さ
れ
る
。
二
体
と
も
、
曲
禄

に
坐
る
頂
相
彫
刻
で
あ
る
。
曲
禄
の
一
部
に
破
損
が
み
ら
れ
る
。
曲

禄
に
は
、「
文
久
二
戌
（
一
八
六
二
）
八
月
施
主
木
本
村
九
左
ヱ

門
」
の
刻
字
が
あ
る
。

　

水
子
地
蔵
立
像
の
仏
龕
左
側
面
に
は
、
本
多
貞
七
氏
が
寄
進
し
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

涅
槃
図
に
は
、
画
像
の
収
納
箱
が
あ
る
。
こ
こ
に
筆
書
が
あ
り
、

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
七
月
に
、
井
尾
藤
兵
衛
氏
が
改
装
、

寄
進
し
た
と
記
さ
れ
て
い
）
15
（

る
。

　
「
釈
迦
堂
」
の
扁
額
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
、
宝
慶
寺

五
十
世
白
龍
天
）
16
（

山
（
一
八
六
四

－

一
九
四
一
）
に
よ
る
墨
蹟
で
あ
る
。

　

庵
寺
に
収
め
ら
れ
て
い
た
「
釈
迦
堂
」
の
扁
額
と
「
釈
迦
堂
再
建

寄
進
名
列
」
か
ら
、
こ
の
御
堂
は
釈
迦
堂
で
あ
り
、
昭
和
五
年
に
再

建
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
釈
迦
堂
」
の
揮
筆
は
、
天
山
に
よ
る

も
の
で
、
宝
慶
寺
入
院
中
の
書
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
宝
慶
寺
と

の
関
係
が
窺
え
る
。

三　

釈
迦
堂
の
位
牌
と
宝
慶
寺
過
去
帳

　

佐
開
の
西
南
西
、
直
線
距
離
に
し
て
お
よ
そ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

と
こ
ろ
に
、
平
沢
領
家
地
区
が
あ
る
。
平
沢
領
家
に
は
、
宝
慶
寺
の

末
寺
と
さ
れ
る
平
沢
寺
が
あ
っ
た
。
堂
宇
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、

江
戸
時
代
中
期
頃
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
間
、
庵
寺
を
再
建
し
た
、

釈
迦
堂
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
）
17
（
る
。
佐
開
の
庵
寺
が
白
蔵
庵
で

あ
り
、
平
沢
寺
と
同
じ
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ
た
な
ら
ば
、
衰
微
し
た

後
、
釈
迦
堂
（
庵
寺
）
と
し
て
再
建
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

次
に
、
釈
迦
堂
本
尊
の
入
仏
し
た
時
期
が
、
堂
内
の
位
牌
か
ら
分
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か
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
、
釈
迦
堂
の
位
牌
を
一
瞥
し
た
い
。
ま
た
、

近
年
の
文
化
財
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
「
宝
慶
寺
過
去

帳
」（
宝
慶
寺
文
書
・
江
戸
後
期
成
立
）
に
、
白
蔵
庵
と
関
わ
り
の

あ
る
戒
名
が
筆
録
さ
れ
て
い
た
。
白
蔵
庵
に
関
連
す
る
人
物
か
ら
、

白
蔵
庵
の
状
況
を
把
握
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
こ
の
文
書
も

取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

１　

釈
迦
堂
の
位
牌

　

釈
迦
堂
に
あ
る
位
牌
（
表
牌
面
）
の
戒
名
を
列
記
す
る
と
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

　
　

日
域
初
祖
仏
性
伝
東
国
師
道
元
大
和
尚　

宝
慶
四
十
三
世
当
庵
開
山
枯

木
吟
龍
大
和
尚
禅
師　

宝
慶
四
十
三
世
枯
木
吟
龍
大
和
尚　

宝
慶
四
十

五
世
大
龍
章
鱗
大
和
尚
禅
師
・
孝
顕
二
十
八
世
仏
天
応
龍
大
和
尚
禅

師　

当
庵
中
興
泰
嶽
貞
山
尼
首
座
位　

見
外
慧
得
庵
主　

今
上
皇
帝
聖

寿
無
量　

釈
之
西
入
居
士
・
釈
尼
妙
信
童
女
・
釈
尼
妙
了
大
姉
・
釈
尼

妙
順
童
女　

釈
之
観
良
居
士
・
釈
尼
妙
幽
信
女
・
釈
尼
妙
良
信
女
・
釈

尼
妙
恵
信
女　

釈
尼
妙
了
信
女
・
真
入
院
成
円
信
士
・
真
入
院
随
円
信

士　

大
安
至
道
信
士
・
春
岩
宗
英
信
士
・
絶
妙
無
学
尼
上
座
・
松
室
貞

音
尼
上
座
・
了
室
令
清
信
女
・
祥
山
千
峯
尼
首
座
・
悦
屋
妙
喜
信
女

　

こ
の
う
ち
、
道
元
、
見
外
慧
得
庵
主
、
釈
之
西
入
居
士
等
四
名
の

各
位
牌
裏
に
は
、
貞
山
代
と
位
牌
の
時
期
を
指
す
刻
字
が
あ
る
。

　

位
牌
に
は
、
宝
慶
寺
と
の
関
係
が
深
い
僧
名
も
み
ら
れ
る
。
吟
龍

の
位
牌
（
二
柱
）、
宝
慶
寺
四
十
五
世
大
龍
章
鱗
（
＊

－

一
八
六

一
）
と
福
井
市
孝
顕
寺
二
十
八
世
仏
天
応
龍
（
＊

－

一
八
五
七
）、

そ
し
て
章
鱗
と
応
龍
の
牌
面
裏
に
は
、
曹
源
寺
二
十
六
世
法
山
大
輪

（
＊

－

一
八
六
四
）
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
位
牌
に
、
示
寂
年
の
刻
字
は
み
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
う

ち
、
生
卒
年
が
最
も
早
い
の
は
道
元
で
あ
る
。
道
元
を
除
き
、
示
寂

年
が
明
ら
か
で
示
寂
年
時
が
早
い
の
は
、
春
岩
宗
英
信
士
（
＊

－

一

八
三
八
）
で
あ
っ
た
。
白
蔵
庵
の
再
建
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、

こ
こ
に
安
置
さ
れ
て
い
る
位
牌
の
殆
ど
は
、「
白
蔵
庵
記
」
の
白
蔵

庵
が
再
建
さ
れ
た
と
す
る
、
天
保
二
年
よ
り
も
後
年
の
も
の
で
あ

る
。２　

宝
慶
寺
過
去
帳

　
「
宝
慶
寺
過
去
帳
」
か
ら
、
白
蔵
庵
に
関
す
る
人
物
を
抜
粋
し

た
。
次
の
戒
名
が
確
認
で
き
る
。

　
　

権
応
実
音
上
座　

龍
心
養
朔
座
元　

白
蔵
庵
中
興
説
道
庵
主　

前
白
蔵

一
音
聞
了
上
座　

仏
母
鑑
住
梅
林
瑞
光
上
座
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こ
れ
ら
の
戒
名
は
、
全
て
「
白
蔵
庵
記
」
の
白
蔵
庵
が
再
建
さ
れ

た
と
す
る
、
天
保
二
年
以
前
の
人
物
で
あ
っ
た
。「
宝
慶
寺
過
去

帳
」
に
は
、
戒
名
の
他
、
人
物
に
つ
い
て
の
事
項
が
付
記
さ
れ
て
い

る
。
次
に
、「
宝
慶
寺
過
去
帳
」
の
白
蔵
庵
に
関
す
る
人
物
に
つ
い

て
、
特
記
す
べ
き
こ
と
を
挙
げ
た
い
。

　

こ
の
中
で
示
寂
年
時
が
最
も
早
い
、
権
応
実
音
上
座
（
＊

－
一
五

三
三
）
の
事
項
に
は
、「
白
蔵
庵
先
住
也

4

4

4

4

4

4

」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。

龍
心
養
朔
座
元
（
＊

－

一
六
九
五
）
に
も
、「
月
牌
入
、
白
蔵
庵
先

4

4

4

4

住
也

4

4

」
と
あ
り
、
白
蔵
庵
の
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

　

白
蔵
庵
中
興
説
道
庵
主
（
＊

－

一
七
八
七
）
の
事
項
に
は
、「
祠

堂
入
日
牌
金
三
両
一
歩
入
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
。

　

前
白
蔵
一
音
聞
了
上
座
（
＊

－
一
八
〇
五
）
の
事
項
に
は
、「
於

仏
母
院
門
前
市
左
衛
門
隠
居
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
戒
名
の
前
に

「
前
白
蔵
」
と
あ
る
の
は
、
聞
了
が
白
蔵
庵
に
住
持
し
て
い
た
た

め
、「
前
住
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

仏
母
鑑
住
梅
林
瑞
光
上
座
（
＊

－

一
八
三
〇
）
の
事
項
に
は
、

「
若
州
気
山
産
四
十
一
世
和
尚
徒
、
享
和
三
亥
年
八
月
於
白
蔵
庵

終
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
白
蔵
庵
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
四
十

一
世
和
尚
」
と
は
、
宝
慶
寺
の
世
代
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
寛
政
二

年
（
一
七
九
〇
）
に
、
仏
母
院
千
了
（
生
卒
年
不
詳
）
が
「
仏
母
院

歴
代
牌
面
写
」（
宝
慶
寺
文
書
・
一
八
〇
三
年
成
立
）
を
著
し
て
い

る
。
こ
の
「
仏
母
院
歴
代
牌
面
写
」
に
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇

三
）
四
月
、
瑞
光
が
謹
諾
し
て
宝
慶
寺
四
十
二
世
大
轟
黙
堂
（
＊

－
一
八
一
六
）
に
、
こ
の
謄
写
本
一
冊
を
呈
出
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
宝
慶
寺
と
の
関
連
か
ら
、「
四
十
一
世
」
と
い
う
過
去
帳
の

付
記
は
、
宝
慶
寺
四
十
一
世
建
国（

徳
）成
）
18
（

寅
（
＊

－

一
八
一
三
？
）
を
指

し
、
瑞
光
は
、
成
寅
の
門
徒
で
あ
る
。

　

釈
迦
堂
に
は
、
宝
慶
寺
の
世
代
（
吟
龍
と
章
鱗
）
と
貞
山
の
位
牌

が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
吟
龍
と
貞
山
は
、「
白
蔵
庵
記
」
か
ら
、
白

蔵
庵
の
再
建
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。「
宝
慶
寺
過

去
帳
」
に
は
、
白
蔵
庵
に
入
院
し
た
人
物
の
記
録
が
含
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
章
で
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
吟
味
し
た
結
果
、
釈
迦
堂
は
、

宝
慶
寺
の
世
代
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
あ
り
、
白
蔵
庵
の
一
宇
と
断

定
で
き
る
。

四　

白
蔵
庵
の
再
建
と
仏
母
院

　

前
章
で
「
宝
慶
寺
過
去
帳
」
に
つ
い
て
触
れ
た
こ
と
だ
が
、
仏
母

院
鑑
住
瑞
光
の
事
項
に
は
、
白
蔵
庵
の
記
載
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
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「
仏
母
院
歴
代
牌
面
写
」
か
ら
、
瑞
光
が
成
寅
の
門
徒
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
宝
慶
寺
は
、
白
蔵
庵
と
仏
母
院
の
両

寺
院
と
の
関
係
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

仏
母
院
と
は
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
寺
籍
編
入
を

し
）
19
（
た
、
宝
慶
寺
二
十
八
世
寂
心
雲
）
20
（
波
（
一
六
二
六

－

一
六
九
九
）
を

開
山
と
す
る
、
勝
山
市
片
瀬
の
仏
母
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
仏
母
寺

は
、
宝
慶
寺
の
末
寺
で
あ
り
、
雲
波
以
後
も
、
宝
慶
寺
の
世
代
が
住

持
し
て
い
）
21
（
る
。

　

近
世
、
宝
慶
寺
に
関
係
す
る
寺
院
に
つ
い
て
、「
戸
籍
諸
事
記
」

（
宝
慶
寺
文
書
・
明
治
時
代
成
立
）
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、

「
戸
籍
諸
事
記
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
白
蔵
庵
と
仏
母
院
の
内
容

を
抜
粋
し
、
宝
慶
寺
と
こ
の
両
寺
院
と
の
関
係
か
ら
、
白
蔵
庵
の
再

建
時
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　

右　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
羽
県
管
轄

小
本
山　
　
　
　
　
　
　

越
前
国
大
野
郡
佐
開
村

　
　

一
宝
慶
寺
庵
室　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
蔵
庵

　
　
　

宗
祖
道
元
国
師
第
四
十
五
世
法
孫
吟
龍
和
尚

　
　
　

文
政
三
年
庚
辰
九
月
創
立　
　
　
　

　
　
　

足
羽
県
管
轄
越
前
国
大
野
郡　
　
　

貞
山

　
　
　

宝
慶
寺
村
農
久
姉　
　
　
　
　

壬
申
五
十
六
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

明
治
十
二
年
十
二
月
六
十
三
年
二
月

　
　
　

天
保
八
丁
酉
八
月
十
五
日
右
小
本
山
宝
慶
寺
ニ
於
テ
得
度

　
　
　

同
暦
十
二
辛
巳
八
月
ヨ
リ
右
白
蔵
庵
ニ
入
住
修
学

　
　
　

足
羽
県
管
轄
越
前
国
大
野
郡　
　
　
　

実
明

　
　
　

宝
慶
寺
村
農
久
平
次
女　
　
　

壬
申
三
十
二
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

明
治
十
二
年
十
二
月
三
十
七
年
五
月

　
　
　

 

嘉
永
三
年
庚
戌
四
月
八
日
右
小
本
山
宝
慶
寺
ニ
於
テ
得
度
右
白
蔵
庵

　
　
　

寄
留
修
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智
声
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

木
本
村
松
田
産
七
生
安
政
六
年
末
五
月
十
五

日
得
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
尼
三
人

　
　

一
境
内
租
税
地　

壹
及
五
畝
歩

　
　

一
檀
家
無
之

　
　
　
　
　

右　
　
　
　
　

足
羽
県
管
轄
越
前
国
大
野
郡
片
瀬
村

　
　
　
　
　

小
本
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
師
山

　
　

一
宝
慶
寺
平
末　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
母
院

　
　
　
　

宗
祖
道
元
国
師
第
三
十
世
法
孫
雲
波
和
尚

　
　
　
　

正
保
元
甲
子
八
月
創
立

　
　
　
　

足
羽
県
管
轄
越
前
国
大
野
郡　
　
　

戒
岳

住
尼

法
弟
尼

法
弟
尼

宝
永
二
年

住
僧
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宝
慶
寺
村
農
伝
蔵
三
男　
　
　

壬
申
二
十
一
歳

　
　
　
　
　

 

文
久
三
年
亥
二
月
十
五
日
右
小
本
山
宝
慶
寺
ニ
於
テ
得
度
并
修

学

　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
僧
壹
人

　
　

一
境
内
租
税
地
三
及
壱
畝
十
歩

　
　

一
檀
家
無
之

　

こ
の
文
書
の
両
寺
院
の
記
録
に
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に

筆
録
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
壬
申
の
干
支
が
、
所
々
に
記
さ
れ
て
い

る
。
白
蔵
庵
に
は
「
宝
慶
寺
庵
室
」、
仏
母
院
に
は
「
宝
慶
寺
平

末
」
と
あ
り
、
と
も
に
宝
慶
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
当

時
の
寺
格
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
明
治
期
の
寺
院
級
階
は
不
明

だ
が
、
大
正
初
期
で
は
、
一
〜
四
等
の
「
法
地
」
の
次
に
、「
平
僧

地
」「
堂
庵
」「
等
外
地
」
と
分
類
さ
れ
て
い
）
22
（
る
。
こ
れ
に
準
じ
て
い

る
な
ら
、
白
蔵
庵
は
「
堂
庵
」
と
同
格
の
規
模
で
あ
る
。

　

白
蔵
庵
の
開
創
者
は
吟
龍
、
仏
母
院
は
雲
波
で
あ
り
、
寺
伝
や
文

書
と
一
致
す
る
。
こ
の
文
書
で
の
世
代
表
記
は
、
道
元
―
懐
奘
と
続

き
、
宝
慶
寺
開
山
寂
円
を
三
世
と
数
え
、
吟
龍
は
四
十
五
世
、
雲
波

は
三
十
世
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
白
蔵
庵
の
開
創
年
は
、
文
政
三

年
（
一
八
二
〇
）
九
月
と
あ
る
。「
宝
慶
寺
過
去
帳
」
の
瑞
光
の
事

項
に
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
八
月
に
、
白
蔵
庵
が
途
絶
え
た

こ
と
が
付
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
開
創
さ
れ
る
ま
で
の
十
七
年
間
は

空
白
期
と
な
る
。

　

一
方
、
仏
母
院
の
開
創
年
は
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
八
月
と

あ
る
が
、
見
せ
消
ち
で
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
と
、
左
に
改
め
て

い
）
23
（

る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
不
明
だ
が
、
仏
母
寺（
院
）の
開

創
年
時
は
諸
説
あ
）
24
（

る
。
仏
母
院
に
は
、
戒
岳
（
一
八
五
二
―
一
九
一

八
）
が
住
し
て
い
た
と
「
戸
籍
諸
事
記
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
仏
母
寺
の
世
代
に
は
、
戒
岳
の
名
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。

「
御
朱
印
之
写
当
山
開
基
以
来
請
書
」（
宝
慶
寺
文
書
・
明
治
時
代
成

立
）
に
は
、
戒
岳
が
仏
母
院
の
十
九
世
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
鑑
住
を
含
め
た
世
代
の
こ
と
を
意
味

す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
、「
戸
籍
諸
事
記
」
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
白
蔵
庵
が
再

建
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
釈
迦
堂
の
位
牌
に
は
、
吟

龍
の
こ
と
を
「
当
庵
開
山

4

4

」
と
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
享
和
三
年

以
降
、
途
絶
え
て
い
た
白
蔵
庵
を
、
吟
龍
は
佐
開
に
移
転
し
、
開
創

さ
せ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
位
牌
に

は
、
貞
山
の
こ
と
を
「
当
庵
中
興

4

4

」
と
称
し
て
い
る
。
白
蔵
庵
境
内

地
の
北
側
に
、
貞
山
の
石
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石
塔
に



太
字

赤
梢
龍
鱗

枯
木
吟
龍

活
水
頑
龍

仏
山
戒
鱗

大
龍
章
鱗

（
伝
法
の
関
係
不
詳
）

〈
凡 

例
〉

宝
慶
寺
四
十
五
世

笠
松

仏
母
寺
七
世

曹
源
寺
二
十
五
世

宝
慶
寺
四
十
六
世

仏
母
院
十
九
世

山
田

霊
雲
院

村
上

阿
弥
陀
寺
十
六
世

曹
源
寺
二
十
九
世

宝
慶
寺
四
十
七
世

笠
松

阿
弥
陀
寺
十
七
世

曹
源
寺
三
十
一
世

永
平
寺
五
十
世

宮
地

曹
源
寺
三
十
四
世

村
上

曹
源
寺
三
十
二
世

宝
慶
寺
五
十
一
世

大
知

阿
弥
陀
寺
十
八
世

宝
慶
寺
四
十
三
世

天
保
二
年
以
降
の
白
蔵
庵
修
学
者

佐
開
白
蔵
庵
中
興

禹
門
洪
鱗

昭
戒

山
養

達
宗

泰
嶽
貞
山

泰
嶽
実
明

智
声

伝
法
の
関
係

多
聞
戒
岳

泰
嶽
伯
道

龍
山
雷
寿

宝
慶
寺
世
代

得
度
の
関
係

佐
開

白
蔵
庵
開
山

徳
山
龍
輝

月
舟
宗
胡

三
代
省
略

玄
透
即
中

明
峰
派
吟
龍
会
下
を
中
心
と
し
た
略
系
譜

（
泰
嶽
カ
）

曹
源
寺
二
十
八
世

泰
嶽
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も
、「
当
庵
中
興

4

4

泰
嶽
貞
山
尼
首
座 

位
」
と
刻
字
が
あ
る
。「
白
蔵

庵
記
」
に
は
、
天
保
二
年
に
貞
山
が
白
蔵
庵
を
再
建
さ
せ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
吟
龍
が
白
蔵
庵
を
開
創
し
た
十
一
年
後
の
こ

と
で
あ
る
。
天
保
二
年
に
白
蔵
庵
の
堂
宇
が
再
建
さ
れ
た
と
み
る
に

は
、
短
期
間
で
あ
り
聊
か
無
理
が
あ
る
。
釈
迦
堂
の
什
物
か
ら
、
文

久
二
年
に
は
祖
師
坐
像
が
安
置
さ
れ
、
文
久
三
年
に
は
本
尊
の
入
仏

供
養
法
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
過
程

を
経
て
、
白
蔵
庵
の
伽
藍
が
整
備
さ
れ
た
。「
戸
籍
諸
事
記
」
の
内

容
と
、
白
蔵
庵
の
伽
藍
に
つ
い
て
、
更
に
言
及
を
す
る
な
ら
ば
、
貞

山
の
下
、
白
蔵
庵
は
在
家
出
家
者
が
勤
し
む
参
学
道
場
へ
と
展
開
し

て
い
る
こ
と
が
判
る
。
貞
山
は
、
白
蔵
庵
を
興
隆
さ
せ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
中
興
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五　

明
治
期
以
降
の
白
蔵
庵
修
学
者
の
展
開

　
「
戸
籍
諸
事
記
」
に
、
白
蔵
庵
と
仏
母
院
の
こ
と
が
同
一
文
書
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
吟
龍
会
下
の
法
孫
が
両
寺
院
に
住
持

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
こ
で
、「
戸
籍
諸
事
記
」「
宝
慶
寺
過
去

帳
」「
御
朱
印
之
写
当
山
開
基
以
来
請
書
」「
法
類
名
簿
」（
一
九
〇

六
年
成
立
）
と
、
明
治
時
代
に
成
立
し
た
宝
慶
寺
文
書
を
基
に
、
吟

龍
会
下
の
伝
法
と
得
度
の
関
係
を
、
略
系
譜
に
示
す
こ
と
に
し
た
。

但
し
、
永
平
寺
と
宝
慶
寺
、
宝
慶
寺
末
寺
に
関
係
す
る
人
物
を
中
心

に
構
成
し
た
の
で
、
省
略
し
た
部
分
も
あ
）
25
（

る
。



宝
慶
寺
末
寺
旧
蹟
佐
開
白
蔵
庵
（
伊
藤
）

70─　   ─

　

白
蔵
庵
に
は
、
貞
山
、
実
明
（
一
八
四
三

－

＊
）、
智
声
（
一
八

五
九

－

＊
）
の
尼
僧
三
名
の
他
、
伯
道
（
一
八
七
三

－

一
九
四
八
）

が
在
籍
し
て
い
る
。「
戸
籍
諸
事
記
」
の
中
に
、
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
）
の
「
改
名
願
」
が
収
録
さ
れ
て
い
）
26
（

る
。「
改
名
願
」
に

は
、
明
治
二
十
三
年
三
月
二
十
日
に
、
仏
山
戒
鱗
（
一
八
三
五

－
一

九
〇
八
）
を
受
業
の
師
、
貞
山
を
養
母
と
し
て
、
マ
キ
と
い
う
女
性

の
名
を
、
泰
嶽
伯
道
に
改
名
す
る
よ
う
請
願
し
て
い
る
内
容
が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
貞
山
を
は
じ
め
と
す
る
尼
僧
は
、

吟
龍
会
下
の
宝
慶
寺
世
代
に
就
い
て
、
得
度
を
し
て
い
る
。
こ
の
尼

僧
四
名
の
伝
法
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
宝
慶
寺
の
什
物
「
大
回
向
」
の
祠
堂
諷
経
に
は
、

“
泰
嶽
伯
道
尼
和
尚
”
と
、
伯
道
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
、
伯
道
の
道
号
が
、
貞
山
と
同
じ
「
泰
嶽
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付

く
。「
戸
籍
諸
事
記
」
の
貞
山
、
実
明
、
伯
道
の
三
者
に
は
、
共
通

し
て
「
泰
嶽
」
を
名
に
冠
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
山
か
ら
続
け

て
、
同
じ
「
泰
嶽
」
の
道
号
が
附
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
疑
問
で
あ

る
。

　
「
法
類
名
簿
」
に
は
、
阿
弥
陀
寺
の
赤
梢（

稍
）龍
鱗
（
一
八
五
八

－

一

九
一
五
）
や
曹
源
寺
の
徳
山
龍
輝
（
＊

－

一
九
四
六
）
等
、
戒
鱗
の

門
徒
の
名
と
住
職
地
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、

　
　

岐
阜
県
郡
上
郡
五
町
村

　
　
　
　
　
　
　
　

悟
竹
院
前
住
職　

大
嶽
戒
岳

と
、
戒
岳
の
名
に
、
貞
山
と
同
じ
「
大（
泰
）嶽

」
が
附
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。
だ
が
、「
法
類
名
簿
」
の
人
名
は
、
道
号
を
用

い
た
記
名
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
戒
岳
が
「
泰
嶽
」
を

道
号
と
し
て
用
い
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

岐
阜
県
郡
上
市
の
悟
竹
院
十
八
世
に
、
多
聞
戒
岳
が
入
院
し
て
い

る
。「
法
類
名
簿
」
の
記
録
に
は
、
同
名
の
戒
岳
が
、
悟
竹
院
の
前

住
職
と
し
て
、
住
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
悟
竹
院
の
多

聞
戒
岳
は
、
悟
竹
院
の
位
牌
か
ら
「
法
類
名
簿
」
の
戒
岳
と
生
存
年

が
同
時
期
で
あ
り
、
同
一
人
物
と
推
察
さ
れ
る
。
戒
岳
は
、「
多

聞
」
を
道
号
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

勝
山
市
元
町
地
区
に
あ
る
神
明
神
社
の
東
側
に
、
梅
花
庵
が
あ

る
。
こ
の
庵
寺
の
開
創
年
は
不
詳
だ
が
、
梅
花
庵
は
、
吉
峰
寺
第
五

世
重
興
大
道
仏
心
（
一
八
六
七

－

一
九
一
四
）
が
開
創
し
た
こ
と
に

始
ま
）
27
（
る
。
筆
者
は
、
一
昨
年
秋
頃
ま
で
、
泰
嶽
伯
芳
氏
（
一
九
一
一

－

二
〇
一
〇
）
が
、
梅
花
庵
の
庵
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
伯

芳
に
も
貞
山
と
同
じ
く
、
名
に
「
泰
嶽
」
が
附
け
ら
れ
て
い
る
。
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〔
梅
花
庵
世
代
〕
開
山
大
道
仏
心　

二
世
泰
嶽
伯
道

　
　
　
　
　
　
　

 　

三
世
春（泰
嶽
）山
伯
芳　

四
世
活（泰
嶽
）導
慈
芳

　

右
に
、
梅
花
庵
の
世
代
を
記
し
た
。
梅
花
庵
二
世
は
、
貞
山
の
養

女
と
し
て
白
蔵
庵
に
修
学
し
た
伯
道
で
あ
る
。
梅
花
庵
に
は
、
伯
道

の
養
女
で
あ
る
伯
芳
が
三
世
と
し
て
、
伯
芳
の
養
女
で
あ
る
慈
芳

（
＊
―
一
九
九
一
）
が
四
世
と
し
て
入
院
し
て
い
る
。
伯
芳
と
慈
芳

に
は
、
戒
岳
と
同
様
に
道
号
と
い
え
る
か
断
定
で
き
な
い
が
、
名
に

「
泰
嶽
」
を
冠
し
た
継
承
も
み
ら
れ
る
。
梅
花
庵
の
世
代
は
、
伯
道

以
降
、
貞
山
の
家
系
を
継
い
で
い
る
の
で
、
白
蔵
庵
と
同
様
な
参
学

道
場
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
）
28
（
る
。
伯
芳
の
得
度
・
伝
法
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
慈
芳
の
三
物
（
筆
者
所
蔵
）
に

よ
る
と
、
慈
芳
は
、
仏
心
の
法
孫
に
あ
た
る
大
乗
院
四
世
活
水
龍
）
29
（
童

（
＊

－

一
九
七
一
）
に
就
い
て
、
こ
れ
を
伝
受
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
貞
山
か
ら
連
綿
と
「
泰
嶽
」
の
二
字
が
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
宝
慶
寺
と
の
関
係
を
表
す
た
め
に
附
け
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
。

　

白
蔵
庵
の
修
学
者
と
梅
花
庵
の
世
代
に
み
ら
れ
る
「
泰
嶽
」
の
二

字
は
、
貞
山
か
ら
家
号
の
よ
う
に
し
て
用
い
た
こ
と
に
始
ま
り
、
お

よ
そ
二
百
年
に
及
び
、
継
承
さ
れ
て
い
る
。
白
蔵
庵
に
は
、
宝
慶
寺

の
世
代
の
も
と
で
得
度
し
た
修
学
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
宝
慶
寺
と

の
関
係
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
梅
花
庵
の
伯
芳
以
降
の
世
代
と
、
宝

慶
寺
の
世
代
と
の
関
係
は
確
認
で
き
な
い
。

六　

お
わ
り
に

　

こ
こ
で
、
白
蔵
庵
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
整
理
す
る

と
、
次
の
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ア　

寂
円
が
、
弘
長
四
年
に
白
山
神
社
の
別
当
と
し
て
、
万
霊
塔

の
南
の
地
に
、
宝
慶
寺
塔
頭
の
白
蔵
庵
を
建
立
し
た
と
い
わ
れ

る
。

　

イ　

天
正
の
兵
乱
で
、
宝
慶
寺
の
伽
藍
は
焼
か
れ
、
同
時
に
、
白

蔵
庵
も
焼
失
し
た
可
能
性
が
あ
る
。「
宝
慶
寺
過
去
帳
」
に
よ

る
と
、
十
七
世
紀
末
に
は
、
白
蔵
庵
が
復
興
し
て
い
る
。
ま

た
、
十
八
世
紀
に
は
、
説
道
が
、
白
蔵
庵
を
興
隆
さ
せ
た
。

　

ウ　

説
道
以
降
、
白
蔵
庵
の
伽
藍
の
状
態
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の

後
も
度
々
、
白
蔵
庵
が
再
建
復
興
し
て
い
る
。
再
建
時
期
が
記

録
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
年
時
は
、
吟
龍
が
再
建
し
た
文
政
三
年

九
月
と
貞
山
が
再
興
し
た
天
保
二
年
七
月
、
そ
し
て
天
山
が
釈

迦
堂
を
再
建
し
た
昭
和
五
年
で
あ
る
。
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エ　

ウ
の
、
文
政
三
年
に
再
建
す
る
以
前
、
享
和
三
年
に
白
蔵
庵

が
衰
微
し
て
い
る
。
こ
の
頃
ま
で
、
白
山
神
社
の
東
側
に
所
在

し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
吟
龍
が
、
佐
開
に

移
転
開
創
し
、
貞
山
に
よ
っ
て
発
展
さ
せ
た
。

　

オ　

ア
〜
エ
に
よ
っ
て
、『
大
野
市
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
庵

主
不
在
の
庵
寺
と
は
、
宝
慶
寺
の
鎮
守
白
山
神
社
の
別
当
、
白

蔵
庵
が
移
転
し
た
伽
藍
の
こ
と
で
あ
り
、
白
蔵
庵
の
一
宇
、
釈

迦
堂
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　

カ　

伯
道
が
修
学
し
た
後
の
、
白
蔵
庵
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
。

伯
道
は
、
後
に
梅
花
庵
に
転
じ
て
い
る
。
梅
花
庵
の
世
代
は
、

名
に
「
泰
嶽
」
を
冠
し
て
継
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
梅
花
庵

は
、
白
蔵
庵
と
同
様
な
参
学
道
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

白
蔵
庵
が
佐
開
へ
移
転
し
た
の
は
、
寺
院
機
能
を
拡
大
す
る
目
的

が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
釈
迦
堂
東
側
の
境
内
地
に

は
、
伽
藍
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
礎
石
が
残
っ
て
い
る
。
釈
迦
堂

に
は
、
幾
つ
も
の
仏
祖
像
が
什
物
と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
貞
山

が
白
蔵
庵
を
再
興
し
た
当
時
は
、
礎
石
の
範
囲
か
ら
、
開
山
堂
や
僧

堂
な
ど
、
幾
つ
も
の
堂
宇
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
、
寺
院

の
行
事
を
概
ね
厳
修
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
何
故
、
白
蔵
庵
の
伽
藍
が
整
備
さ
れ
た
後
、
伯
道
は
梅
花
庵
に

移
り
、
白
蔵
庵
が
衰
微
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
検
討
す
べ
き
問

題
で
あ
る
。

　

末
筆
で
あ
る
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
白
蔵
庵
と
梅
花
庵
を
調
べ

る
に
あ
た
っ
て
、
佐
開
区
長
の
谷
脇
一
浩
氏
、
勝
山
市
元
町
の
中
西

恵
美
子
氏
に
、
と
て
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。註（

１
）
拙
稿
「
宝
慶
寺
世
代
の
法
系
と
末
寺
の
関
係
」（『
印
度
学
仏
教
学

研
究
』
五
九

－

二
、
二
〇
一
一
年
）
一
九
六

－

一
九
九
頁
。

（
２
）
同
右
。

　
　

現
在
、
宝
慶
寺
の
末
寺
は
、
曹
源
寺
、
徳
巌
寺
、
光
徳
寺
、
阿
弥
陀

寺
、
仏
母
寺
の
五
箇
寺
で
あ
る
。

（
３
）
大
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
大
野
市
史
』（
一
）
社
寺
文
書
編

（
大
野
市
役
所
、
一
九
七
八
年
）
五
七
九
ｂ
。

（
４
）
本
多
喜
禅
『
宝
慶
寺
誌
』（
大
野
市
宝
慶
寺
誌
刊
行
会
、
一
九
五
八

年
）
六
九

－

七
〇
頁
。

　
　

天
正
の
兵
乱
で
、
宝
慶
寺
の
伽
藍
が
一
切
焼
き
払
わ
れ
、
門
前
の
新

豊
庵
・
瑞
泉
庵
も
焼
失
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
寺
領
が
没
収
さ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
典
拠
が
不
明
で
あ
る
。
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（
５
）
大
野
郡
教
育
会
編
『
福
井
県
大
野
郡
誌
』（
臨
川
書
店
、
一
九
一
二

年
）
九
〇
五
頁
。

（
６
）
本
多
前
掲
書
、
九
〇
頁
。

（
７
）
大
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
大
野
市
史
』
八
、
地
区
編
（
大
野

市
役
所
、
一
九
九
一
年
）
三
六
五
ｂ
。

（
８
）『
曹
洞
宗
寺
院
名
鑑
』
は
、
峯
玄
光
編
輯
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一

三
年
）、
中
川
豊
舜
編
輯
（
曹
洞
宗
務
院
、
一
九
三
七
年
）、
成
田
大
兆

編
輯
（
曹
洞
宗
務
院
、
一
九
四
一
年
）、
宇
野
義
天
編
輯
（
曹
洞
宗
宗

務
庁
、
一
九
五
〇
年
）、
西
沢
浩
仙
編
集
（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
一
九
五

七
年
）
を
参
照
。

（
９
）
本
多
前
掲
書
、
九
〇
頁
。

（
10
）
大
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
前
掲
書
（
一
九
九
一
年
）、
四
一
三

ａ
。

（
11
）
同
右
、
三
六
ｂ

－

三
七
ｂ
、
三
八
一
ｂ

－

三
八
二
ａ
。

（
12
）
大
光
寺
は
、
上
黒
谷
耕
地
に
「
大
故
地
」
と
、
音
韻
変
化
し
た
地

名
が
字
と
し
て
残
っ
て
い
る
（『
大
野
市
史
』
八
、
二
九
九
頁
）。

　
　

平
沢
寺
は
、
平
沢
領
家
山
林
に
「
寺
山
」
と
し
て
地
名
に
残
っ
て
い

る
（『
大
野
市
史
』
八
、
三
九
七
頁
）。

　
　

新
豊
院（

庵
）と
瑞
泉
庵
は
、「
宝
慶
寺
寺
領
目
録
」（
一
五
六
六
年
成
立
）

に
、
寺
名
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
宝
慶
寺
山
林
小
字
に
「
新
豊

谷
」、「
瑞
泉
谷
」
と
、
地
名
が
字
と
し
て
残
っ
て
い
る
（『
大
野
市

史
』
八
、
三
六
一

－

三
六
二
頁
）。「
新
豊
谷
」
は
、
宝
慶
寺
の
法
堂
が

あ
る
「
笠
松
」
の
東
方
部
、「
瑞
泉
谷
」
は
、「
笠
松
」
の
西
方
部
に
位

置
す
る
。

（
13
）
大
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
前
掲
書
（
一
九
九
一
年
）、
四
〇
七

－
四
〇
八
頁
。

（
14
）
釈
之
西
入
居
士
等
四
名
の
位
牌
の
裏
に
は
、
本
尊
三
体
が
、
土
内

喜
右
ヱ
門
の
寄
進
に
よ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
山
の
位
牌
の
裏

に
は
、
入
仏
供
養
が
、
三
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。

（
15
）
釈
之
観
良
居
士
等
ら
四
名
の
位
牌
の
裏
に
は
、
涅
槃
像
の
施
主
が

筑
紫
妙
願
で
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
位
牌
は
貞
山
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
刻
字
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
宝
慶
寺
五
十
世
、
永
平
寺
六
十
九
世
、
総
持
寺
独
住
一
〇
世
、
三

重
金
光
寺
十
八
世
、
同
光
明
寺
二
十
三
世
、
同
四
天
王
寺
四
十
七
世
、

同
弘
善
寺
六
世
、
朝
鮮
博
文
寺
に
住
持
。

（
17
）
本
多
前
掲
書
、
八
九
頁
。

　
　

平
沢
寺
は
、
明
治
初
年
か
ら
無
住
と
な
り
、
昭
和
初
期
に
は
保
護
が

行
き
届
か
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

（
18
）
宝
慶
寺
四
十
一
世
、
滋
賀
正
伝
寺
十
二
世
、
同
清
水
寺
二
世
。

　
　

宝
慶
寺
伝
で
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
九
月
一
日
示
寂
。
正
伝

寺
伝
で
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
三
月
十
日
示
寂
説
と
、
文
化
十

四
年
（
一
八
一
七
）
九
月
一
日
示
寂
説
と
が
あ
る
。

（
19
）「
仏
母
寺
一
件
関
係
書
類
」（
宝
慶
寺
文
書
、
一
九
〇
四
年
成
立
）

の
中
に
、
寺
籍
編
入
許
可
願
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
仏
母

寺
が
開
創
し
て
か
ら
の
、
宝
慶
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い



（
太
字
―
宝
慶
寺
か
ら
の
転
住
）

…
十
世
九
世
八
世
七
世
六
世
五
世
四
世
三
世
二
世
開
山

仏
母
寺
伝
の
世
代…

大
覚
禅
雄

無
涯
大
宙

耳
円
海
音

仏
山
戒
鱗

□
□
堪
念

□
□
潭
龍

龍
堂
即
門

温
海
慧
珍

巌
翁
鈎
睡

寂
心
雲
波

…
七
世
六
世

　
中
興

　
五
世
四
世
三
世
二
世
開
山

「
仏
母
院
歴
代
牌
面
写
」

 

に
よ
る
世
代

…
仏
山
戒
鱗

□
□
堪
念

高
知
海

温
海
慧
珍

一
翁
貞
山

□
□
潭
龍

龍
堂
即
門

□
□
東
海

巌
翁
鈎
睡

寂
心
雲
波
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る
。

（
20
）
宝
慶
寺
二
十
八
世
、
徳
巌
寺
二
世
、
仏
母
寺
開
山
、
滋
賀
正
伝
寺

鑑
住
。

（
21
）
仏
母
寺
の
世
代
は
、
左
の
よ
う
に
、
宝
慶
寺
の
世
代
が
仏
母
寺
に

入
院
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
仏
母
寺
伝
と
「
仏
母
院
歴
代
牌
面

写
」
か
ら
、
特
に
六
世
以
前
の
世
代
で
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

（
22
）
峯
編
輯
前
掲
書
。

（
23
）
正
保
元
年
の
干
支
は
甲
申
で
あ
り
、
甲
子
は
誤
り
で
あ
る
。

（
24
）
仏
母
寺
の
開
創
年
に
つ
い
て
、
仏
母
寺
山
門
前
の
立
札
に
は
元
禄

年
間
（
一
六
九
〇
年
こ
ろ
）
創
建
と
あ
り
、「
戸
籍
諸
事
記
」
と
異
な

る
。
ま
た
、
宝
慶
寺
文
書
で
あ
っ
て
も
、「
御
朱
印
写
当
山
開
基
以
来

請
書
」
に
は
正
保
年
中
（
一
六
四
四

－

一
六
四
八
）、「
仏
母
寺
一
件
関

係
書
類
」
に
は
宝
永
二
年
五
月
晦
日
（
雲
波
の
弟
子
本
雄
に
よ
っ
て
創

建
）
と
あ
り
、
仏
母
寺
の
開
創
年
を
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
宝
慶
寺
寺
領
目
録
」（
一
五
六
九
年
成
立
）
の
中
に
、
仏
母
院
納
張（

帳
）が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
仏
母
院
は
、
こ
の
納
帳
が
収
録
さ
れ
た
当
時
、
既

に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
十
六
世
紀
以
前
の
開
創
と
い
え

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
25
）
拙
稿
前
掲
論
文
（
一
九
九
ａ
）
か
ら
抜
粋
し
、
加
筆
修
正
を
施
し

た
。

（
26
）
こ
こ
に
、
当
時
の
白
蔵
庵
の
所
在
地
「
越
前
国
上
庄
村
字
佐
開
卅

二
番
地
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）
福
井
梅
花
庵
開
山
、
同
吉
峰
寺
五
世
重
興
、
同
大
乗
院
開
山
、
同

禅
師
峰
寺
開
山
。

（
28
）
伯
道
は
湯
口
、
伯
芳
は
木
戸
、
慈
芳
は
上
坂
の
姓
か
ら
、
泰
嶽
に

改
名
し
て
い
る
。
泰
嶽
の
姓
は
、
道
号
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
口
伝
で

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
伯
道
以
降
、
梅
花
庵
の
歴
住
に
相
承

し
て
い
る
。
伯
芳
に
は
春
山
、
慈
芳
に
は
活
導
の
道
号
も
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
は
後
か
ら
附
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
『
曹
全
』
大
系
譜
一
、
一
三
〇
ｄ

－

ｆ
に
は
、
伯
道
か
ら
慈
芳
に
至

る
、
梅
花
庵
の
世
代
名
が
連
な
っ
て
い
る
。
慈
芳
は
、
龍
童
の
法
を
継

承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、伝
法
の
関
係
で
連
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

（
29
）
福
井
大
乗
院
四
世
、
同
禅
師
峰
寺
五
世
。
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